水力学（4M専門科目）
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科目名：水力学（英文科目名：Hydraulics）

　　　　2単位　必須　機械工学４年　通年　
担当教官：井田晋　（居室：機械棟１階）

　　　　Tel: 0285-20-2２０２    E-mail: ida@oyama-ct.ac.jp

授業目的

機械工学における重要な科目の一つである水力学の基礎を理解し、さらに流体力学や流体機械の授業に進むための充分な準備となるようにする。そのため理想流体におけるベルヌーイの定理の式の理解とその応用に主眼をおき授業をする。

達成目標：

1.流体とはなんであるのかを理解し説明ができること。

2.理想流体に対する理解ができること。

3.ベルヌーイの定理の概念が理解ができ、その応用ができること。

4.内部流れの損失を理解すること。

5.外部流れの抗力と揚力が理解できること。

技術者教育プログラムの学習・教育目標： (A), (B)

　JABEE基準1の（1）との関係： (d), (g)

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

教科書：北川、井田、中村、丹、他　ＳＩ版　水力学（基礎と演習）　パワー社

参考書：とくになし

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

授業内容：

　　これまで主に個体の静力学、動力学を学んできたが、ここでは流体（液体と気体）の性質の理解から入り、密度、圧力と進む。ついで理想流体でのベルニーイの定理と応用に時間をとり充分な理解を深める。

　　次に現実の内部流れの損失、外部流れの抗力と揚力を取り扱う。

　　具体的には

１.流体の性質（２週）

２.流体静力学（５週）

３.連続の式（２週）

４.ベルヌーイの定理とその応用（５週）

５.運動量の法則（４週）

６.渦運動（２週）

７.相似則（２週）

８.管路内の流れ（４週）

９.抗力と揚力（３週）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

評価方法：

　　評価は下記2項目の平均によって行う。

　　１．前、後期の中間、期末試験（年４回）（８０％）

２．演習問題や課題の解答内容（２０％）

連絡事項：

　　１．授業方法は講義を中心とし，時々演習問題や課題を出して解答の提出を求めます。

　　２．問題や課題は必ず行い、いろいろな水力学の原理と実際を理解してください。

３．期末試験は時間を９０分とし，計算機の持ち込みは可とします。
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